
　２月３日の節分の日にちなみ英保育園で「豆まき」が行われました。園児た
ちは手作りの鬼の面をかぶり、保育園に現れた“鬼”や“お福”に向かい、
心の中にいる悪い心を追い出し、良い心が育つように「鬼は外、福は内」と
大きな声を出して豆をまきました。

No. 952

“鬼は外、福は内” 

2 
15

主な内容 

災害時要援護者登録制度 

祭りばやしが聞こえる 

ページ 

　災害に備えて要援護者の名簿を
作成します。 

　新シリーズ。町指定文化財の阿久比の
山車５台を紹介。今回は「萩大山車」。 

まちの話題 
　マラソン大会、防災訓練などまち
の話題を紹介。 

□ 6

あぐいぶらり旅 
　体力づくりコースをぶらり旅。梅の花
が咲き始め、春の息吹を感じながら…。 

□ １２ 

□ 4

□ 2

広
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広報あぐい　２００８年２月１５日号

８０ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

災害時要援護者登録制度を導入 災害時要援護者登録制度を導入 災害時要援護者登録制度を導入 災害時要援護者登録制度を導入 
民生委員・児童委員 

阿久比町 

情報提供 

情報共有 

状況の確認 

名簿登録 

情報提供 

自主防災会 

半田消防署 
阿久比支署 

救急・救助業務に 
おける把握 

状況の確認 
避難支援 

平常時 

災害時 

災害時要援護者 
（名簿登録者） 
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○
地
域
全
体
で
災
害
時
要
援
護
者
を
見
守

り
ま
す

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は
、
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
、
在
宅
で
心
身
が
不
自
由

な
高
齢
者
や
障
害
者
、
家
族
の
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
で
は
、
消
防
機
関
な
ど

の
救
助
も
遅
れ
、「
歩
行
が
困
難
」「
周
囲

の
状
況
が
分
か
ら
な
い
」「
隣
近
所
に
支
援

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由

で
、
災
害
時
要
援
護
者
は
、
地
域
で
孤
立

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
地
域
全
体
で
要
援
護
者

を
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
登
録
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
す

る
地
域
の
防
災
・
福
祉
活
動
に
活
用
す
る

た
め
に
、
要
援
護
者
本
人
か
ら
の
申
請
に

よ
る
名
簿
を
作
成
し
、
登
録
し
て
も
ら
っ

た
方
の
情
報
を
平
常
時
か
ら
、
各
地
区
の

自
主
防
災
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
な
ど
と
共
有
し

ま
す
。

　

関
係
機
関
で
共
有
す
る
要
援
護
者
情
報

は
、
適
切
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
不
測
の
事
態
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
名
簿
へ
の
登
録
は
、
優
先
度
や
確

実
な
支
援
、
安
全
を
保
障
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
災
害
時
に
対
し

て
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
名
簿
登
録
の
対
象
と
な
る
方

　

自
宅
で
生
活
し
、
同
居
す
る
方
の
支
援

が
な
く
「
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
」
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

①　

要
介
護
三
以
上
の
方

②　

身
体
障
害
者
手
帳
第
三
級
以
上
で
Ｊ

Ｒ
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
規
則
の

第
一
種
の
方

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
第
三
級

以
上
の
方

④　

療
育
手
帳
Ｃ
判
定
以
上
の
方

⑤　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
神
経
系

難
病
患
者
の
方

⑥　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
の
方

⑦　

満
七
十
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
方

⑧　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

　
（
妊
婦
の
方
）

　

町
で
は
一
人
で
も
多
く
の
要
援
護
者
に

必
要
な
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

災
害
時
に
支
援
は
欲
し
い
が
、
対
象
に

合
致
し
な
い
の
で
不
安
視
さ
れ
る
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
各
自
主
防
災
会
な
ど

の
支
援
を
で
き
る
だ
け
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

○
登
録
方
法

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
町
か
ら
申
請
書

な
ど
を
先
月
送
付
し
ま
し
た
。
も
し
、
届

い
て
い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
交
通
課

の
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
に
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
簿
登
録
さ
れ
た
方
へ

　

登
録
し
て
も
、
急
病
な
ど
１
１
９
番
通

報
時
に
救
急
車
の
手
配
が
簡
素
化
、
最
優

先
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

の
支
援
者
も
災
害
時
に
必
ず
あ
な
た
の
も

と
に
助
け
に
行
け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

自
分
か
ら
近
隣
の
人
と
良
い
関
係
を
つ
く

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
地
域
で
支
援
し
て
い
た
だ
く
方
へ

　

被
災
者
の
安
否
確
認
・
避
難
誘
導
は
、

町
災
害
対
策
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
の
自
主
防
災
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
す
。
災
害
発
生
直
後
は
、
多
く
の

地
域
住
民
の
近
隣
同
士
の
助
け
合
い
で
、

救
出
・
避
難
し
た
報
告
が
あ
る
よ
う
に
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
が
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。

　

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
災
害
時
に
で
き
る
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。
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空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
で
す
。
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
午
後
八
時
に
三
十

秒
間
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動 
春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動 
春
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動 
春
の
火
災
予
防
運
動 
春
の
火
災
予
防
運
動 

※

　

知
多
中
部
管
内
（
半
田
市
・
阿
久
比
町
・

武
豊
町
・
東
浦
町
）
で
は
、
平
成
十
九
年

中
百
三
件
の
火
災
が
発
生
し
、
前
年
と
比

較
す
る
と
五
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
中
火
災
に
よ
る
死
者
は
発

生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
十
九
年
中

に
は
六
人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。

　

出
火
原
因
で
は
、「
放
火
（
疑
い
を
含

む
）」、「
た
ば
こ
」
が
各
十
四
件
で
上
位
を

占
め
、
続
い
て
「
こ
ん
ろ
」
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、「
放
火
さ
れ

に
く
い
環
境
づ
く
り
」「
火
気
を
使
用
中
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い
」
な
ど
の
対
策
と
心

構
え
が
必
要
で
す
。

　

家
族
一
人
ひ
と
り
の
気
配
り
で
住
宅
火

災
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
、
石
油
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

石
油
暖
房
器
具
の
燃
料
は
「
灯
油
」
で

す
が
、
過
去
に
「
ガ
ソ
リ
ン
」
を
給
油
し

た
た
め
火
災
が
起
こ
っ
た
事
例
が
あ
り
ま

す
。
誤
給
油
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

誤
給
油
を
防
止
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①　

使
用
目
的
が
な
い
ガ
ソ
リ
ン
を
所
持

し
な
い
こ
と
。

②　

農
機
具
な
ど
で
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン

は
金
属
製
携
行
缶
で
保
管
す
る
こ
と
。

※　

ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
で
保
管
す
る

こ
と
は
消
防
法
違
反
で
す
。

③　

ガ
ソ
リ
ン
を
ど
の
容
器
で
保
管
し
て

い
る
の
か
を
家
族
全
員
に
周
知
す
る
こ

と
。

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
が
危
険
物
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
保
管
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
は
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
当
な
価
格
や
、
必
要
個
数
以
上
に
販

売
し
よ
う
と
す
る
悪
徳
業
者
が
い
ま
す
。

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
署
員

が
販
売
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

　

組
合
消
防
本
部　

�（
２
１
）１
４
９
１

ガ
ソ
リ
ン
の
誤
給
油
に

　
　

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を

　
　
　

設
置
し
て
く
だ
さ
い

住宅用火災警報器

消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団
員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集

消
防
団
員
を
募
集阿久比町消防団の法被

　

阿
久
比
町
消
防
団
で
は
、
地
域
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
の
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
常
で
、
満
十
八

歳
以
上
の
方
（
町
内
に
在
住
在
勤
）
で
あ

れ
ば
入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

団
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
団
員
数
が
減
少
し
て
い
く
と
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ

る
方
は
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課
防
災
係　

�（
４
８
）１
１

　

１
１（
内
２
０
８
・
２
７
７
）

名　

称

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

区　
　
　

域

横
松
、
萩
、
宮
津
、
板
山
の

一
部
、
卯
坂
の
一
部

板
山
、
福
住
、
白
沢
、
卯
坂

の
一
部

草
木

卯
坂
の
一
部
、
阿
久
比
、
椋

岡
、
矢
高
の
一
部

植
大
、
矢
高
の
一
部
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坂下ろしの一場面（写真提供  藤野道子さん）

������������������������������������������������������������������
��������

�����������������������������������������������
���

　

四
月
に
な
る
と
各
地
区
で
春
祭
り
が
開
か
れ
、
威
勢
の
い
い
祭
り
ば
や
し
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
町
指
定
文
化
財
五
台
の
山
車
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
祭

り
に
か
け
る
取
り
組
み
や
意
気
込
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

�
�
�
��������������������������������������������
��������������������������������������������
�
�
���������������������������������������������
���������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

�
�
�

　
「
坂
下
ろ
し
直
前
の
心
臓
の
�
バ
ク
バ

ク
�
感
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
、
祭
り
の
話
に
夢
中
に

な
る
の
は 
萩  
大  
山 

は
ぎ 
お
お 
や
ま 

車 
保
存
会
の
青
木
賢

ぐ
る
ま

治
さ
ん
。

　

萩
の
祭
礼
は
毎
年
四
月
の
第
二
土
曜
日

と
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。�
お
く
る
ま
�

と
呼
ぶ
萩
大
山
車
は
、
明
治
四
十
四
年
に

竣
工
式
を
挙
げ
た
記
録
が
残
る
。
施
さ
れ

た
彫
刻
の
ほ
と
ん
ど
が 
彫  
常 
一
門
の
作
。

ほ
り 
つ
ね

　

前
山
の 
懸  
魚 
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
取
り

げ 
ぎ
ょ

付
け
ら
れ
た
「
龍
」
は
�
初
代
彫
常
�
秀

逸
の
作
品
。
懸
魚
を
さ
ほ
ど
い
た
み
の
な

い
「
松
に
天
狗
」
か
ら
「
龍
」
の
彫
刻
に

替
え
た
の
は
�
お
く
る
ま
�
を
よ
り
立
派

な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
萩
地
区
の
熱
意

の
表
れ
。
今
に
も
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な

迫
力
あ
る
「
龍
」
を
山
車
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
は
誇
ら
し
げ
に
自
慢
す
る
。

　

― 
囃  
子 
の
音
が
勢
い
を
増
す
。
引
き
手

は
や 
し

と
観
衆
の
緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
。「
い
く

ぞ
」。 後  
見 
が 
赤  
法  
被 
に
目
で
合
図
を
送
る
。

こ
う 
け
ん 

あ
か 
は
っ 
ぴ

そ
の
瞬
間
、
赤
法
被
の
持
つ 
拍 

ひ
ょ
う 

子  
木 
か
ら

し 

ぎ

「
カ
チ
カ
チ
カ
チ
」
と
音
が
奏
で
ら
れ
、

山
車
は
動
き
出
す
―

　

祭
り
が
最
高
潮
を
迎
え
る「
坂
下
ろ
し
」

の
一
場
面
。

　
 
大  
山  
祗 
神
社
境
内
か
ら
急
な
坂
道
を
勢

お
お 
や
ま 
づ
み

い
よ
く 
曳 
き
下
ろ
す
。
桜
が
舞
い
散
り
、

ひ

砂
煙
が
上
が
る
。動
き
を
止
め
ず
に
梶（
か

じ
）
を
取
り
、
山
車
を
九
十
度
回
転
さ
せ
、

そ
の
ま
ま
一
気
に
細
い
道
を
直
進
し
て
い

く
�
お
く
る
ま
�
の
勇
壮
な
姿
は
見
る
者

も
魅
了
す
る
。

　
「
バ
ク
バ
ク
感
の
後
は
、う
れ
し
さ
と
感

動
で
鳥
肌
が
立
ち
ま
す
。
こ
の
感
じ
が
た

ま
ら
な
い
ん
で
す
」

　

二
〇
〇
五
年
開
催
の
愛
知
万
博
イ
ベ
ン

ト
「
あ
い
ち
山
車
・
か
ら
く
り
総
揃
え
」

に
萩
大
山
車
も
参
加
。
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
製

作
さ
れ
、
そ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
「
坂
下
ろ

し
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
「
亀
崎
や
ほ
か
に
も
知
多
地
方
に
は
立

派
な
山
車
祭
り
が
あ
る
の
に
、
見
る
人
が

見
れ
ば
す
ご
い
の
か
な
あ
」
と
当
時
、
萩

地
区
で
話
題
に
な
っ
た
と
か
。

　

万
博
参
加
の
際
に
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
新

調
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
土
曜
日
に

 
宵 
祭
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
以

よ
い前

よ
り
も
祭
り
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
っ

て
ま
す
よ
」
と
青
木
勇
夫
萩
大
山
車
保
存

会
長
は
喜
ぶ
一
方
、「
お
囃
子
を
や
っ
て
く

れ
る
子
ど
も
が
減
っ
て
い
ま
す
」
と
伝
統

的
な
囃
子
が
今
後
継
承
で
き
る
か
を
心
配

す
る
。

　

青
木
賢
治
さ
ん
は
「
子
ど
も
囃
子
」
の

指
導
に
も
熱
を
入
れ
て
い
る
。「
私
も
そ
う

で
し
た
け
ど
、
子
ど
も
時
代
の
楽
し
い
思

い
出
は
大
人
に
な
っ
て
も
残
り
ま
す
。
町

中
の
子
ど
も
た
ち
に
大
山
祗
神
社
へ
集

ま
っ
て
も
ら
い
、 
常 

じ
ょ
う 

舞 ぶ 
台 
で
『
お
囃
子
コ

た
い

ン
サ
ー
ト
』
が
開
け
た
ら
」
と
夢
を
語
り
、

「
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
に
『
坂
下
ろ
し
』
を
、
お
礼
に
披

露
し
ま
す
。
最
高
の
お
み
や
げ
だ
と
思
い

ま
す
よ
」。
さ
ら
に
話
は
続
い
た
。

　

次
回
は
「
宮
津
北
組
山
車
」
を
紹
介
し

ま
す
。

前山の懸魚の「龍」。昭和２５年初代彫常作。（写真提供  青木賢治さん）
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　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための
手引き」の中から、小学生用子育てＱ＆Ａの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてくだ
さい。 

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　仕事の都合で子どもの宿題につき合えません。どうすればよいですか。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

　必ずしも宿題につき合う必要はないと思います。宿題をきちんとやっている
か、学習の習熟の程度には、いつも気を付けてあげてください。状況に応じて
しっかりとした指導をすることが大切です。

＜そばにいてあげられる場合＞
・　理解の度合いやつまずきを確かめる。
・　ほめる、励ます、アドバイスをする。

＜そばにいてあげられない場合＞
・　連絡帳で宿題を確かめる。
・　「宿題ノート」を見て、きちんとしているか、
　困っている様子はないかを確かめ、頑張りを
　認めたり様子に応じたアドバイスをしたりする。

　早い段階で子どもの宿題から目を離してしまうと、「宿題をしない」「いい加
減な取り組みをする」「ごまかす」といった好ましくない習慣が身に付いてしま
うおそれがありますので、気を付けてください。

Ｑ　わが子の時間のかかる姿や全然分かっていない姿を見ると、イライラし
　たり腹がたったりします。どうしたらよいですか。

　子どもができなくて困っているときに、家の人が感情にまかせて「何でこんな
簡単なことが分からんの！」「あんたバカかな?」などの言葉を浴びせるのは最も
よくないかかわり方です。子どもが意欲をなくし、自信を失ってしまいます。
　このようなことが続くと、子どもは「できないことを隠す」「分かったふりを
する」ようになります。できなくて困っているときに一番かけて欲しい言葉は、
「むずかしいの？」「一緒に考えようか？」などの言葉です。
　子どもと向かい合って，どこでつまずいているのかを探り、解決への手がかり
を具体的にアドバイスできるといいですね。
　イライラしようと、腹が立とうと、親と子であることには変わりません。ゆっ
くりと時間をかけて、徐々に成長する子どもの姿を、気長に見つめてあげること
も親の務めです。

Ｑ　子どもたちがキレる原因の一つとして食事も影響していると聞きますが・・。

　子どもがキレやすくなったのは食生活にも問題があるとよくいわれます。時間
がないから、食欲がないからといって朝食を食べない子が増えました。
　脳は体と違って、ブドウ糖からしかエネルギーを作れません。朝食を抜いてし
まうと、朝から頭が働かないというだけでなく、空腹感でイライラしたり、貧 
血気味になったり、疲れやすい体になったりします。
　菓子やジュースの取り過ぎは、砂糖を分解するときにビタミンＢ１が使われる
ため、ビタミンＢ１の不足を招き、集中力の低下などにつながります。脳に必要
な糖質（ブドウ糖）も、取り過ぎはよくありません。

・　朝食をきちんと食べる。
・　バランスの良い食事を取る。
・　なるべく添加物の入ったものは食べない。
などを、ぜひ心掛けてください。
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●文化財防火訓練を実施

１月２０日、白沢地区の八幡神社境内で文化財防火訓
練が行われました。
町内にある文化財を火災や震災から保護することな

どを目的に毎年「文化財防火デー（１月２６日）」にちな
み実施されています。
この日は文化財である「北原天神法楽連歌」を火災

から守る想定で訓練が行われました。白沢地区の皆さ
んが見守る中、半田消防署阿久比支署の職員や町消防
団員らが消火訓練に真剣に取り組んでいました。

放水訓練を行う消防団員ら

●地元食材にこだわった給食

学校給食週間（１月２１日～２５日）にちなみ、学校給
食センターでは知多半島の食材を使った給食や昭和２０
年～３０年代に食べられた「すいとん」「くじらかつ」の
給食の献立を用意しました。
１月２５日には町長と教育委員らが南部小学校の１年

生と一緒に給食を食べました。この日の献立「野菜スー
プ」や「ナス入りミンチカツ」に使われたほとんどの
野菜は阿久比産。パンとマドレーヌにも阿久比米の粉
が使用されていました。
給食センターでは「健康な体と豊かな心を育むため

に、魅力ある給食を作ります」と子どもたちに呼び掛
けました。

町長と給食を食べる南部小児童

第
三
十
回
阿
久
比
町
健
康
づ
く
り
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
、
一
月
二
十
七
日
阿
久
比
ス

ポ
ー
ツ
村
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
と

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
た
特
設
コ
ー
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。

競
技
の
部
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
に
分
か

れ
、
町
内
外
の
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
八

百
三
十
九
人
が
参
加
し
て
、
健
康
づ
く
り

に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

競
技
の
部
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

一
般
男
子
５
㌔　

一
位　

岩
川
純
也　

二
位　

榊
原
健
一　

三
位　

榊
原
慧
▽
一

般
男
子
３
㌔　

一
位　

渡
辺
崇　

二
位
嘉

賀
正
泰　

三
位　

長
坂
拓
▽
中
学
生
男
子

３
㌔　

一
位　

青
木
貴
司　

二
位　

磯
部

幸
希　

三
位　

高
畑
智
瑛
▽
一
般
女
子
２

㌔　

一
位　

山
野
千
安
姫　

二
位　

坂
本

真
実　

三
位　

西
山
奈
津
子
▽
中
学
生
女

子
２
㌔　

一
位　

竹
内
麻
里
子　

二
位　

西
川
か
り
ん　

三
位　

宮
地
志
奈

元気よくスタートする中学生男子
ジョギングの部でスタートを切る子どもたち
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●そば打ちを高齢者に披露

２月４日、福住老人憩の家で「そば打ち同好会」のメ
ンバー６人が、福住宅老所の利用者にそば打ちを披露
し、温かいそばを振る舞いました。
町社会福祉協議会が主催した「男性のための『地域デ

ビュー』講座（そば打ち編）」を受講した有志が集まり同
好会を発足させ、月に一回そば打ちの腕を磨いていま
す。今回初めてボランティアで宅老所を訪れ“地域デ
ビュー”を果たしました。宅老所の高齢者は「おいし
かった。また来てくださいね」と感想を話し、メンバー
は「皆さんに喜んでもらってよかった。技術を向上させ
て、訪問活動を続けたい」と抱負を語っていました。

そば打ちを披露する「そば打ち同好会」のメンバー

●平成１９年は交通死亡事故件数がゼロでした

平成１９年中に阿久比町で交通死亡事故が発生しな
かったことに対して、愛知県警察本部長から阿久比町
交通安全推進協議会に感謝状が贈呈されました。
１月３０日、半田警察署長が町長室を訪れ、町交通安

全推進協議会長の町長に感謝状の伝達が行われました。
署長が「交通死亡事故のない日を５００日に伸ばしてく

ださい」とあいさつをすると、町長が「町全体で安全
で安心なまちづくりに努めます」とお礼の言葉を述べ
ました。

半田警察署長から感謝状の伝達を受ける町長

平成２０年度から愛知県の組織が変更され、県下に災
害対策本部が設置された場合、阿久比町は尾張方面本
部（本部長は尾張県民事務所長）から支援などを受け
ることになります。
１月３１日、東海地震発生を想定した「愛知県災害対

策本部方面本部訓練」が実施されました。新しくなる
本部体制の円滑な移行や初動体制の確認などを目的に、
県の職員が阿久比町役場に出向き、災害個所の把握や
情報収集などの訓練が行われました。
町長は「町では災害に備えて要援護者登録制度を実

施して援護者の名簿作成を急いでいます。いざという
ときには、いち早く駆けつけていただき阿久比町を支
援してください」と要望しました。

役場大会議室で
災害個所の地図記入訓練を行う県職員

災害時の支援を要望する町長



8

広報あぐい　２００８年２月１５日号

��
��
��
��

��

��

��

��

乾
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

使
用
済
み
乾
電
池
を
不
燃
ご
み
と
し

て
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
四
十
一
カ
所
に
回
収
箱
（
黄
色
）

を
設
置
し
分
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

古
い
乾
電
池
（
一
九
九
二
年
以
前
製
造

の
も
の
）
や
一
部
の
輸
入
さ
れ
た
乾
電

池
に
、
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
た
め
で
す
。
鉄
・
亜
鉛
な
ど
資
源

の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
も
分
別
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
集
め
た
使
用
済
み
乾
電
池
は
、

北
海
道
北
見
市
イ
ト
ム
カ
鉱
業
所
へ
送

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
使
用
済
み
乾
電
池

を
六
〇
〇
℃
〜
八
〇
〇
℃
の
高
温
で

焙
り
、
水
銀
は
蒸
気
に
し
て
集
め
回
収

し
ま
す
。
外
側
の
鉄
部
分
は
磁
石
で

く
っ
つ
け
て
回
収
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
す
。
残
っ
た
亜
鉛
と
マ
ン
ガ
ン
は
亜

鉛
の
原
料
や
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
の

部
品
に
し
ま
す
。　

　

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※　

町
が
回
収
す
る
使
用
済
み
乾
電
池

は
、
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
・
マ
ン
ガ
ン

乾
電
池
の
み
で
す
。
ボ
タ
ン
型
乾
電

池
・
ニ
カ
ド
電
池
な
ど
は
、
購
入
し

た
電
気
店
・
カ
メ
ラ
店
・
玩
具
店
な

ど
へ
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
１
７
）

平成１９年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

主な遊びの内容電　話保育園名開催日

手作りおもちゃ４８－５００２宮津保育園４日（火）

スタンプあそび４８－０９０３草木保育園４日（火）

ご っ こ あ そ び４８－６６０３南部保育園１０日（月）

ゲ ー ム あ そ び４８－２９８６北原保育園１１日（火）

新 聞 紙 あ そ び４８－０１４９英 保 育 園１１日（火）

ふれあいあそび４８－５００１城山保育園１２日（水）

お 楽 し み 会４８－０５０４中部保育園１３日（木）

わらべうたあそび４８－８８１２東部保育園１３日（木）

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
）
で
は
、

未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
「
な
か
よ
し
広
場
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※　

毎
回
各
保
育
園
で
育
児
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

三
月
四
日（
火
）　

草
木
保
育
園

�������	
��
���（更生保護女性会「愛の標語集」から）

ペットボトル 

矢印の方向に切る。 

谷折り 

色画用紙で作った動物を 
両面テープで張る。 

　ペットボトルを帯状に切って、バネ
代わりに使うアイディアおもちゃです。
ウサギやロケットのほかにも、子ど
もたちの大好きな動物やキャラク
ターを張りましょう。 

《作り方》 
①　ペットボトルを図のように３㎝～４
　㎝くらいの大きさに切り、角を丸く切
　り落とす。 
②　手などを切らないようにビニール
　テープを張り、二つ折りにする。 
③　色画用紙で作った動物の顔を両
　面テープで張る。 
※　出来上がった動物を指で押さえて
　離すと、ピョンと飛びます。 

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　毎日寒い日が続き、外へ出る機
会が減っていませんか。暖かくし
た部屋の中でも動くのが面倒に感
じ、運動不足になっていません
か？
　人間の筋肉のうち、太ももは特
に衰えやすく、何もしないでいる
と１年間に１パーセントずつ低下
するといわれています。２０ 歳の筋
力を １００ とすると、７０ 歳の筋力は ５０
 の力で体を支えることになります。
寝たきりになると筋肉は１日 ０.５ 
パーセントずつ低下してしまい、
回復にもかなり時間が掛かります。
筋力を低下させないためにも、適
度な運動を続け、体の筋肉を保つ
ことが大切です。
　突然運動を始めるのは、体のた
めにも良くありません。まずはス
トレッチングから始めてはどうで
しょう。　　
　ストレッチングを効果的に行う
ために、次の①から⑥までの○×
クイズに挑戦してみましょう。

① 　 ストレッチングは、痛いのを
　我慢すると効果が高まる。
② 　 ストレッチングは、弾みをつ
　けたほうが効果的である。
③ 　 ストレッチングは、運動量の
　多いスポーツ選手には必要ない。
④ 　 ストレッチングは、高齢者に
　は向いていない。
⑤ 　 ストレッチングをするときは、
　専用の器具が必要である。
⑥ 　 ストレッチング中は力を入れ、
　息を止めながら行うのが良い。

　クイズの答えは６問全て×です。
ストレッチとは「伸ばす」という
意味です。ストレッチングは縮ん
で硬くなった筋肉を伸ばし、血行
を良くする効果があります。しか
し痛いのを我慢して筋肉を無理に
伸ばすと、組織が傷んでしまうの
で良くありません。弾みをつけて
急激に伸ばそうとすると、筋肉は
逆に縮んでしまいます。これは限
界を越えて筋肉が切れるのを防ぐ

作用です。力を入れ過ぎたり、息
を止めたりしながら行うと、筋肉
は縮んでしまいます。ゆっくり呼
吸しながら、リラックスして伸ば
しましょう。
　ストレッチングのもう一つの効
果は、使いすぎた筋肉をほぐして
緩め、けがを防止することです。　
　スポーツ選手にとって、けが予
防はとても重要で、ストレッチン
グは欠かせないものです。私たち
も運動する前後に必ず行いましょ
う。
　ストレッチングは、いつでもど
こでも、何の器具も使わず気軽に
できます。体が硬い人は硬いなり
に、柔らかい人は柔らかいなりに、
「筋肉が伸びる気持ちよさ」を感
じることが大切です。自分のペー
スで徐々に筋肉を伸ばすストレッ
チングは、高齢者の方も楽しみな
がら行えます。運動不足解消の第
一歩として、ストレッチングを始
めてみましょう。

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家ででででででででででででででででででででももももももももももももももももももももででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡単単単単単単単単単単単単単単単単単単単単スススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンググググググググググググググググググググ家でもできる簡単ストレッチング
頭上で手の指
を組み合わせ、
背伸びをする。

手を後ろのほ
うに組み、その
ままからだを
左に倒す。呼吸
を止めないで、
ゆっくり10ま
で数える。左右
交互に行う。

両腕を後ろに
まわして指を
組み、ゆっくり
腕を上に上げ
る。肩の両側の
すじや筋肉が
伸びる。
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
妊
婦
と
そ
の
家
族

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■対  
妊
婦

■
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■場  
卯
ノ
山
児
童
館

　
■■対  
双
子
と
そ
の
保
護
者

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１９
年
１１
月
・１
２
月
生
ま
れ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０
　
■■対  
妊
婦

■
２
歳
児
歯
科
健
診
　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１８
年
２
月
～
３
月
生
ま
れ

■
健
康
体
操
の
集
い
　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
体
操

　
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１９
年
８
月
１４
日

　
　
　
　
　
～
平
成
１９
年
９
月
１１
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１９
年
１１
月
１３
日

　
　
　
　
　
～
平
成
１９
年
１２
月
１１
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■対  
妊
婦

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１９
年
３
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
２
月
生
ま
れ
　

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１８
年
８
月
２０
日

　
　
　
～
平
成
１８
年
９
月
１８
日
生
ま
れ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

■
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■場  
卯
ノ
山
児
童
館

　
■■対  
双
子
と
そ
の
保
護
者
　

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
７
日（
金
）・
１４
日（
金
）・
２１
日（
金
）・
２８
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
身
長
・
体
重
・
血
圧

な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

受
付
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

《
休
日
診
療
歯
科
診
療
所
》

２
日
�
 飯
塚
医
院

　
　
　
 福
住
字
六
反
田
１
－
９

　
　
　
 �
４
８
－
２
１
３
１

９
日
�
 浅
井
外
科

　
　
　
 白
沢
字
天
神
前
３
３
－
２

　
　
　
 �
４
８
－
８
７
８
７

１
６
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 白
沢
字
天
神
裏
１
０
－
８

　
　
　
 �
４
８
－
０
２
０
２

２
０
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 卯
坂
字
米
山
１
－
１

　
　
　
 �
４
８
－
８
８
６
６

２
３
日
�
 竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 萩
字
新
川
３
５

　
　
　
 �
４
７
－
１
２
７
５

３
０
日
�
 ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

　
　
　
 横
松
字
宮
前
６
７

　
　
　
 �
４
８
－
９
０
７
４

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

《
休
日
診
療
担
当
医
院
》
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《 今 月 の お す す め 》

『禅の人　逸話でみる高僧２０人』
西部　文浄　著

『保守問答』
西部　邁／中島　岳志　著

『親会社の天下り人事が子会社をダメにする』
佐伯　弘文／柴田　昌治　著

『教育ルネサンス　東大解剖』
読売新聞教育取材班　著

『新・妊娠レッスン』
放生　勲　著

『病気にならない生き方３　若返り編』
新谷　弘実　著

『ＮＨＫ受信料は拒否できるのか
　　　　　受信料制度の憲法問題』

土屋　英雄　著
『誰も見たことのないときめきの富士』

ロッキー　田中　著
『シネマ・ハント
ハリウッドがつまらなくなった１０１の理由』

柳下　毅一郎　著

耳を澄ますと、幸せの音が聞こえ
る。寄席、ピアノ調律師、花火会場、風
鈴職人、時報のお姉さん、盲導犬 ･･･。
幼くして視力を失った著者が、感覚
と心を研ぎすまして、さまざまな「音
の原風景」に迫る。

阿久比町立図書館
�48-6231

『寂聴おはなし絵本 おばあさんの馬』
瀬戸内　寂聴　作／小林　豊　絵

『かわいいサルマ アフリカのあかずきんちゃん』
ニキ・ダリー　作

『ナショナルジオグラフィック世界の国 カナダ』
ブライアン・ウィリアムズ　作

『ストーブのふゆやすみ』
村上　しいこ　作／長谷川　義史　絵

ひとり暮らしのおばあさんの家に、

ぶたが自転車をこいでやってきた。

最初に連れてきたのは、何にもでき

ないねこ。次に連れてきたのは、何

でもできる天才のねこ。ねこ嫌いの

おばあさんは ･･･。
『あのひの音だよおばあちゃん』『あのひの音だよ おばあちゃん』

佐野 洋子 作佐野　洋子　作

『音をたずねて』『音をたずねて』
三宮 麻由子 著三宮　麻由子　著

★水彩２０会作品展
　宝生土雛展
　　２月１７日（日）まで
★阿久比高校展
　　２月２１日（木）～３月２日（日）
★阿久比の昔発見　村絵図
　　３月６日（木）～３月１６日（日）

�������

３月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

１☆☆☆☆☆☆

８７６５４�３２

１５１４１３１２１１�１０９

２２２１２０１９１８�１７１６

２９２８�２７２６２５●●２４ 　
　●●３１ 

２３　
　３０
開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

�������

図 書 館 か ら の お 知 ら せ 図 書 館 か ら の お 知 ら せ 
　インターネットを利用して、パソコンや携帯電話から、図書館の資料を検索できます。
利用したい本やＣＤなどが図書館にあるかどうか、資料が貸出中なのか、すぐに利用できるのかどうかを
調べることができます。※インターネットで資料の予約はできません。
　パソコンからの検索：図書館のホームページを開きます。
　http://www.town.agui.lg.jp/ka/tosho
　携帯電話からの検索：携帯電話のインターネット接続画面からアドレスを入力します。
　http://www.town.agui.lg.jp/ka/tosho/mobile.html
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ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
を
歩
く
シ
リ
ー
ズ
の

最
後
と
な
る
「
体
力
づ
く
り
コ
ー
ス
」
に

ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

「
英
比
小
学
校
」を
ス
タ
ー
ト
し
て「
ふ

れ
あ
い
の
森
」
に
向
か
う
。
県
道
名
古
屋

半
田
線
を
横
断
し
て
か
ら
の
道
の
り
は
緩

や
か
に
長
く
坂
が
続
く
。
歩
き
始
め
て
間

も
な
い
の
に
息
が
切
れ
る
。
横
を
通
り
過

ぎ
る
車
の
エ
ン
ジ
ン
も
い
さ
さ
か
音
が
に

ぶ
い
。

第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
ふ
れ
あ

い
の
森
」
に
到
着
。
施
設
内
で
は
小
梅
の

花
が
咲
く
。
昨
年
よ
り
も
一
週
間
早
く
咲

き
始
め
た
と
の
こ
と
。
木
の
枝
で
小
鳥
が

羽
を
休
め
る
。
ま
だ
二
部
咲
き
の
花
の
回

り
で
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
、
咲
く
順
番
を
待

つ
。
春
の
息
吹
を
感
じ
る
。

「
♪
消
え
そ
う
に
〜　

咲
き
そ
う
な
〜

蕾
（
つ
ぼ
み
）
が
〜　

今
年
も
僕
を
待
っ

て
る
〜
♪
」
目
を
閉
じ
て
歌
う
友
人
の
声

が
裏
返
る
。
歌
声
を
聞
い
て
か
、
つ
ぼ
み

た
ち
が
ク
ス
ク
ス
と
笑
っ
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。

梅
の
花
が
開
花
し
た
と
は
い
え
、
体
感

温
度
は
ま
だ
冷
た
い
。
子
ど
も
た
ち
は
寒

さ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
芝
生
の
広

場
で
走
り
回
る
。
と
て
も
元
気
。「
子
ど
も

は
こ
う
で
な
け
れ
ば
」
と
思
う
今
日
こ
の

ご
ろ
。

ふ
れ
あ
い
の
森
を
後
に
し
て
第
三

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
阿
久
比
広
域
調

整
池
」
を
目
指
す
。
南
方
の
土
地
で
は
、

大
規
模
な
宅
地
開
発
が
進
む
。
今
は
仕
事

を
休
め
て
い
る
が
、
広
大
な
区
画
に
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
点
在
す
る
。
間
も
な
く
新
し

い
町
並
み
が
出
来
上
が
る
。

細
い
道
が
何
本
も
あ
る
た
め
に
、
ど
の

道
を
進
ん
で
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
道

に
迷
う
。「
カ
ー
カ
ー
」
と
カ
ラ
ス
が
鳴
き
、

私
た
ち
の
動
き
を
の
ぞ
き
込
む
。
と
て
も

不
気
味
だ
。「
水
を
大
切
に
」
と
書
か
れ
た

貯
水
タ
ン
ク
を
目
標
に
歩
き
、
や
っ
と
の

こ
と
で
第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど

り
着
く
。

非
公
開
の
第
四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

「
板
山
長
根
古
窯
」
の
場
所
を
遠
く
か
ら

眺
め
、
第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
海
総
合
グ
ラ
ン
ド
」（
現
在
閉
鎖
中
）

の
入
り
口
付
近
を
通
り
、
第
六
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
の
「
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
団
地
」
ま

で
一
気
に
進
む
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
十
・
五
キ

ロ

の
長
丁
場
。

周
辺
梅
畑
の
花
見
を
し
な
が
ら
休
憩
を
取

る
。�

う
め
ー
梅　

早
く
食
べ
た
い　

梅
干

し
で
�（
詠
み
人
友
人
）

面
白
い
句
を
詠
ん
で
く
れ
た
の
で
、
疲

れ
が
少
し
取
れ
た
。

次
号
に
つ
づ
く
。

白
沢
駅 

坂
部
駅 

⑫ 

⑬ 

⑪ 
⑭ ⑭ 

① 
⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 
④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド 

知多
半島
道路
 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド 

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

トマトハウス 
団地 

トマトハウス 
団地 

板山長根古窯 

NTT東海総合グランド 

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久
比川
 ふれあいの森に咲く小梅の花

愛知県水道貯水施設の貯水タンク
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処理の方法品　　　　目

　事業者自身で適切に処理するか、町が許
可した事業系一般廃棄物処理業者へ依頼し
てください。

◎事業活動（会社・商店・工場・飲食店・土木建築作
業など）に伴い発生したゴミ。
※　町が収集するのは、日常生活から出てくる「家庭
系ゴミ」に限ります。

事業系ゴミ
産業廃棄物

　販売店か専門業者へ処理を依頼してくだ
さい。

◎タイヤ◎消火器◎耕うん機など農機具◎プロパンガ
スボンベ◎バッテリー◎スプリング入りのマットレス
◎自動車部品◎大型木材（長さ２ｍ、太さ２０㎝以上の
もの）◎ブロックなどの建築廃材（事業者が出す場合
は産業廃棄物になります。）◎塗料・薬品などの液体

処理困難物
☆東部知多クリー
ンセンターで処
理できないゴミ

　その商品を買った店か同じ種類の商品を
買おうとしている店に依頼してください。◎テレビ◎エアコン◎冷蔵庫◎冷凍庫◎洗濯機家電リサイクル

　パソコンメーカーに回収の申し込みをし
てください。

◎デスクトップパソコン本体◎ノートパソコン◎ディ
スプレイ◎ディスプレイ一体型パソコン
※　プリンタなどの周辺機器は収集します。

パソコンリサイクル

販売店へご相談ください。◎オートバイ（スクーター含む）二輪車リサイクル

※　上記の粗大ゴミを出そうとしたときは、持ち帰っていただきます。　　※　収集場所では、警備員が監視します。
※　依頼先などがわからない時は環境衛生課まで問い合わせてください。

収集しない粗大ゴミ

粗大ゴミを収集します 粗大ゴミを収集します 
◎年２回（９月・３月）の収集です。必ず決められた日に出してください。
◎前日の午後６時から９時まで、当日の日の出から午前９時までに決められた場所へ出してください。

出　　し　　方主　な　品　目

◎　ストーブは油を抜いてから出してください。

◎　電池は必ずはずし、指定場所へ出してください。

◎　収集しない粗大ゴミは絶対に出さないでください。

◎　引っ越しゴミなどの多量の場合は、東部知多ク
リーンセンターへ直接搬入してください。

①　家具類：たんす、机、イス、ベッド（スプリング
入りのマットレスは除く）、じゅうたんなど

②　家電製品：ビデオ、ステレオ、ファンヒーター、
電子レンジ、ミシン、ファクシミリなど

③　その他：自転車、ベビーカー、ストーブ、大型の
おもちゃ、物干し竿など

収集場所および収集日
収集日収集場所地区名

３月１日（土）

旧農業倉庫北板 山

老人憩の家福 住

西公園福住園高台

西公園西高 根 台

焼山池北坂 部

児童館卯 之 山

南風公園阿久比団地

公会堂阿 久 比

防災倉庫東椋 岡

収集所メイツ巽ヶ丘

収集日収集場所地区名

３月８日（土）

公民館横 松

老人憩の家萩

公民館宮 津

中央公園宮津団地

中央公園宮津山田

公民館矢 口

老人憩の家高 岡

公民館植

山車収納庫大 古 根

収集日収集場所地区名

３月１５日（土）
青年会場白 沢

中央公園白 沢 台

西収集所日生団地

公民館草 木

問い合わせ先
環境衛生課

�（４８）１１１１（内３１７）
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臨
時（
パ
ー
ト
）職
員
を
募
集

□
勤
務
場
所　

役
場
総
務
課

□
勤
務
内
容　

総
務
課
事
務
の
補
助
、
案

内
受
付

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

五
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
パ
ソ
コ

ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
操
作
が
で

き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

�
（
４
８
）
１
１
１
１

　

（
内
２
３
７
）

□
勤
務
場
所　

卯
ノ
山
児
童
館

□
勤
務
内
容　

児
童
厚
生
員
（
児
童
の
遊

び
指
導
な
ど
）

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
一
日
四
時
間
程

度
。
町
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
）

□
賃　
　

金　

千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

□
勤
務
場
所　

役
場
保
険
課

□
勤
務
内
容　

介
護
保
険
事
務
の
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十

年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
８
）

□
勤
務
場
所   
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容　
 
地
域
包
括
支
援
業
務

□
募
集
人
員   
一
人

□
勤
務
期
間　

六
月
一
日
〜
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間   
一
日
三
時
間
程
度

□
賃　
　

金　

二
千
百
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十

年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
保

健
師
資
格
の
あ
る
方

□
試　
　

験   
面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
） 

　

保
健
師
免
許
状
（
写
し
）

□
申
込
期
限  
二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
地
域
包
括
支
援
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
９
）

□
勤
務
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
内

□
勤
務
内
容　

学
校
教
育
課
事
務
補
助

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

　

① 
午
前
八
時
半
〜
午
後
一
時

　

② 
午
後
零
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時

十
五
分

　

週
四
日
以
内
（
週
十
四
時
間
以
内
）

　

勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

□
賃　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な

方
で
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
の
操
作
が
で
き
る
方

□
試　

験　

三
月
四
日（
火
）　

面
接
試
験

　

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
試
験

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

東
部
小
学
校

□
勤
務
内
容　

特
別
支
援
学
級
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
八
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
週
二

十
五
時
間
程
度
）

□
賃　
　

金　

千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な

方
□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日
（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

東
部
小
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
用
務
員

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

七
・
五
時
間
以
内
）

□
賃　
　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な

方
□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日
（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

Information

お知らせ  
InformationInformation
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臨
時（
パ
ー
ト
）職
員
を
募
集

□
勤
務
場
所　

草
木
小
学
校

□
勤
務
内
容　

低
学
年
授
業
の
担
任
補
助

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
週
二

十
五
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

二
千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十

年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

で
、
小
学
校
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

小
学
校
教
諭
免
許
状
（
写
し
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

草
木
小
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
給
食
配
膳
員

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
九
日
〜
七
月
十
八
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

三
時
間
半
程
度
）

□
賃　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十

年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

ほ
く
ぶ
幼
稚
園

□
勤
務
内
容　

教
諭
補
助

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
八
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
週
三

十
二
時
間
程
度
）

□
賃　
　

金　

千
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
二
十

年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

で
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

□
試　
　

験　

三
月
四
日（
火
）面
接
試
験

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
（
写
し
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
七
日（
水
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容　

　

各
小
中
学
校
給
食
配
送
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

学
校
休
業
日
以
外　

午
前

十
時
〜
午
後
三
時（
一
日
四
時
間
程
度
）

□
賃　
　

金　

千
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

阿
久
比
町
在
住
で
、
年
齢

六
十
四
歳
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
現

在
）
ま
で
の
健
康
で
三
ト
ン
車
を
運
転

で
き
る
方

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

健
康
診
断
書
（
後
日
提
出
可
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

�（
４
８
）５
１
１
１

□
勤
務
場
所　

中
央
公
民
館

□
勤
務
内
容　

公
民
館
受
付
、
管
理
、
講

座
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

八
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間

主
に
夜
間
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務

六
人

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
五
時
十
五
分

〜
午
後
九
時
四
十
五
分

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
八
時
半

〜
午
後
五
時
十
五
分
・
午
後
五
時
〜
午

後
九
時
四
十
五
分
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

勤
務
で
月
に
十
二
日
程
度
）

主
に
平
日
午
前
勤
務　

一
人

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
八
時
半
〜
午

後
零
時
半

主
に
平
日
午
後
勤
務　

一
人

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
零
時
半
〜
午

後
四
時
半

□
賃　
　

金　

　

平
日　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

八
百
五
十
円

（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）ま
で
の
健
康
な
方

で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

□
勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森　

□
勤
務
内
容　

施
設
維
持
管
理
お
よ
び
受

付
事
務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
町
の
規
定
と
勤

務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
）

□
賃　

金　

平
日　

七
百
六
十
円
、
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

八
百
五
十
円

（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
に
も
勤
務
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
村　

�（
４
９
）２
５
０
０
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Information

お知らせ  
InformationInformation

　

嘱
託
職
員
を
募
集

　
□
勤
務
場
所　

卯
ノ
山
児
童
館

□
勤
務
内
容　

児
童
厚
生
員
（
児
童
の
遊

び
指
導
な
ど
）

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
週
三
十
三
時
間

以
内
。
町
の
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
）

□
賃　
　

金　

阿
久
比
町
が
定
め
る
金
額

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二
十
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
保
育
士
資
格

を
有
す
る
方

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限

　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

□
勤
務
場
所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容　

施
設
管
理
業
務
、
利
用
申

し
込
み
の
受
付
、
そ
の
他
の
業
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
週
三
十
三
時
間

以
内
。
町
の
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
）

□
賃　
　

金　

阿
久
比
町
が
定
め
る
金
額

□
応
募
資
格　

　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二
十
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
で
き
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

に
も
勤
務
で
き
る
方

□
試　
　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

産
業
課
商
工
労
政
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

□
勤
務
場
所　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
、
ふ

れ
あ
い
の
森　

□
勤
務
内
容　

施
設
管
理
お
よ
び
受
付
事

務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
町
の
規
定
と
勤

務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
）

□
賃　
　

金　

阿
久
比
町
が
定
め
る
金
額

□
応
募
資
格　

　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二
十
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
が
で
き
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

に
も
勤
務
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
九
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
村　

�（
４
９
）２
５
０
０
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平成１９年度　児童手当所得制限額 
※扶養親族数、所得額共に平成１８年分で判定します。

厚生年金などの加入者国民年金加入者扶養親族などの数

５３２ 万 円４６０ 万 円０　人

５７０ 万 円４９８ 万 円１　人

６０８ 万 円５３６ 万 円２　人

６４６ 万 円５７４ 万 円３　人

６８４ 万 円６１２ 万 円４　人

７２２ 万 円６５０ 万 円５　人

　受給者には、振り込みが完了しだい通知します。
　今回支給される手当は平成１９年１０月分から平成２０年
１月分です。
支給額
　３歳未満の児童　　一律１０，０００円（月額）
　３歳以上の児童　　　　
　　　第１子　　　　　　５，０００円（月額）
　　　第２子　　　　　　５，０００円（月額）
　　　第３子以降　　　　１０，０００円（月額）
　現在、小学校６年生までの児童を養育している方で
児童手当をまだ認定請求していない方は、早急に手続
きをしてください。認定請求をした翌月から手当の支
給が開始されます。ただし、養育者の加入する年金制
度により、右表のとおり所得制限があります。
　公務員の方は勤務先が請求場所になります。

 2月は 
児童手当の支給月です 
 2月は 
児童手当の支給月です 
 2月は 
児童手当の支給月です 

※　所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老
人扶養親族がある方についての限度額（所得額ベー
ス）は、上記の額にその老人控除対象配偶者または
老人扶養親族一人につき６万円を加算した額。

※　扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額（所
得額ベース）は、一人につき３８万円（老人控除対象
配偶者または老人扶養親族であるときは４４万円）を
加算した額。

□問い合わせ先
　住民福祉課児童福祉係　�（４８）１１１１　（内２２６）
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�
　

若
者
の
職
業
生
活
設
計
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内
の

労
働
関
係
機
関
が
連
携
し
て
就
業
支
援
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

面
接
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
職
業
適
性
診

断
、
る
び
あ
ん
２
０
０
９
合
同
会
社
説
明

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

三
月
十
一
日（
火
）・
十
二
日

（
水
）午
前
十
時
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

□
対　

象　

三
十
五
歳
ま
で
の
方
と
家
族

□
参
加
料　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�

�
�

�

�

�

�

�

�

�

��

　

半
田
市
役
所
商
工
観
光
課　

�（
２
１
）

３
１
１
１　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

sho
ukou@

city.handa.lg.jp

�
　

猟
友
会
阿
久
比
支
部
の
協
力
で
次
の
と

お
り
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。
駆

除
に
は
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
が
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
実
施
日　

三
月
二
日
、
九
日
、
十
六
日

（
予
備
日
二
十
日
、
二
十
三
日
）

□
時
間　

日
の
出
〜
日
の
入
り

□
実
施
地
区　

阿
久
比
町
全
域
（
住
宅
地

を
除
く
）

□
駆
除
方
法　

散
弾
銃
に
よ
る
駆
除

□
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
２
７
）

�
�
�
�
�
�
�
	



３月の 

会　場内　　容日　　時

陸上競技場第１２回
阿久比町近郊リレーカーニバル

３月８（土）
８時３０分～

陸上競技場スポーツ村を走ろう３月９日（日）
９時３０分～１１時３０分

野球場愛知県高等学校優勝野球選手権
大会知多地区予選会３月２２日（土）～

□問い合わせ先
　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００
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□人権・行政・心配ごと相談
　６日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２５日（火）　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。

□問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

Information
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テーマ
「もう　メタボとは言わせない！
　～健康で元気に楽しく過ごすために、
　　　　　　　　今からできること～」
　□日　時　３月１５日（土）　
　　　　　　午前１０時～午前１１時３０分
　□場　所　阿久比町中央公民館本館
　　　　　　３０１号室
　□講　師　半田市立半田病院　
　　　　　　循環器内科　総括部長
　　　　　　志水　清和　氏
　□参加費　無料
　□主　催　阿久比町
　※ 来場者に粗品をプレゼントします。
　□問い合わせ先
　　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１１）
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広
報　

あ 
ぐ 
い

952

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。

◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。

◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

1月　救急・火災
救急救急　　　　　９２９２
交通事故交通事故　　　８８
急 病急　　病　　６３６３
そそ の 他の 他　　２１２１

火災火災　　　１１
建 物建　物　　００
車 両車　両　　００
その他その他　　１１

　※　半田税務署では受け付けしません。住吉福
祉文化会館へお出かけください。

開設期間　３月１７日（月）まで
　※　土曜日・日曜日と時間外は受け付けできま

せん。ただし、２月２４日と３月２日の日曜日
は、受け付けを行います。

開設時間　午前９時～午後４時３０分
　※　所得税・贈与税・消費税の受け付けを行い

ます。町県民税の申告は、阿久比町の受付会
場でお願いします。

　※　「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する
所得税・贈与税・消費税の申告と納税相談は、
阿久比町の受付会場では受け付けできません。

　※　職員による会場での計算確認も行いません。

住吉福祉文化会館

受付期間　２月１８日（月）～３月１７日（月）
受付時間
　午前９時～午前１１時３０分　午後１時～午後４時
※　土曜日、日曜日と時間外の受け付けはできませ
んので注意してください。

※　「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する所得
税・贈与税・消費税の申告と納税相談は、阿久比
町の受付会場では受け付けできません。

※　職員による会場での計算確認も行いません。

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

役　場 

中
央
公
民
館 

　
　
　
南
館 

消
防
署 

商工会 

中
央
公
民
館 

　
　
　
本
館 

阿久比町役場前交差点 

中央公民館本館

問い合わせ先
○所得税・贈与税・消費税
　半田税務署　�（２１）３１４１
○町県民税　役場税務課住民税係
　�（４８）１１１１　（内２２０・３０５）

１階１０３号室

町県民税 
所 得 税 
町県民税 
所 得 税 ｝ の申告は 3月17日までに 3月17日までに 

申 告 会 場 申 告 会 場 申 告 会 場 

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ 広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。

ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１


